
宅地造成工事説明会（離半島部）

平成 ２７ 年 ４ 月

女 川 町

１ 開会あいさつ

２ 説明

３ 質疑応答

（１）造成工事の進捗状況について

（２）宅地引渡し予定時期について

（３）今後の対応について
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離半島部高台の工事進捗状況
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造成工事の進捗状況について
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御前浜地区
Ｈ26.1～

高白浜地区
Ｈ25.11～

大石原浜地区
造成完了

野々浜地区
造成完了

飯子浜地区
Ｈ26.4～

塚浜地区
Ｈ26.3～

桐ケ崎地区
Ｈ26.1～

寺間地区
Ｈ25.12～

竹浦地区
Ｈ26.3～

出島地区
造成完了

尾浦地区
Ｈ26.3～

指ケ浜地区
Ｈ26.2～

横浦地区
Ｈ26.12～

小屋取地区
Ｈ26.12～

工事現況 （離半島）
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工事現況 （指ケ浜）

【Ｈ27.3末現況】 排水工、切盛土工、

土工事進捗 79％（11万㎥/14万㎥）
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工事現況 （御前浜）

【Ｈ27.3末現況】 残土運搬、排水工、構造物撤去

土工事進捗 77％（10万㎥/13万㎥）
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仮設住宅

【Ｈ27.3末現況】 西：土工事進捗 19％（8万㎥/43万㎥）

宅地造成完了

宅地造成範囲

尾浦西

尾浦東

宅地造成範囲造成範囲尾浦西

工事現況 （尾浦西）
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工事現況 （尾浦東）

【Ｈ27.3末現況】 東：土工事進捗 94％（5.8万㎥/6.2万㎥）
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工事現況 （竹浦北）

【Ｈ27.3末現況】 土工事進捗 4.7％（0.7万㎥/15万㎥）
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工事現況 （竹浦南）

【Ｈ27.3末現況】 土工事進捗 66％（3.5/5.3万㎥）
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工事現況 （桐ケ崎）

【Ｈ27.3末現況】 排水工、宅地仕上げ、道路工



11

工事現況 （高白浜）

【Ｈ27.3末現況】 擁壁工、排水工、湧水処理

現況写真

宅地造成範囲 造成範囲
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工事現況 （横浦）

【Ｈ27.3末現況】 伐採工

現況写真

伐採

宅地造成範囲造成範囲
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【Ｈ27.3末現況】 伐採材搬出、防災工、構造物撤去工

工事現況 （飯子浜）

宅地造成範囲

造成範囲

造成範囲



14

【Ｈ27.3末現況】土工事進捗 55％（7.7万㎥/14万㎥）

工事現況 （塚浜）

宅地造成範囲

造成範囲

造成範囲

【Ｈ27.3末現況】 土工事進捗 55％（7.7万㎥/14万㎥）
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工事現況 （小屋取）

【Ｈ27.3末現況】 構造物撤去、仮設工、インフラ切回し
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工事現況 （寺間）

【Ｈ27.3末現況】 排水工、道路工

現況写真

伐採

宅地造成範囲

造成範囲

造成範囲
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宅地引渡し予定時期について
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（１） 宅地引渡し予定時期について

今回の復興まちづくり事業では、実施設計完了部分から順次、造成工事に
先行着手する手法を採用しています。

造成スケジュールは、全ての実施設計が固まった段階で確定します。

○ 今回の復興まちづくり事業手法について

全体調整
基本設計

工事施工実施設計調査測量
発注
手続

発注
手続

発注
手続

宅地完成

宅地完成

（参考）通常の発注方式

今回の復興まちづくり事業

発注
手続

調査・
測量

実施設計

工事施工
全体調整
基本設計

実施設計完了部分から順次
造成工事に先行着手

設計確定
詳細スケジュール確定

宅地完成

宅地完成

宅地完成
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宅地引渡し予定時期について

・これまでの宅地引渡し予定時期については、
基本設計をベースに上期・下期別に時期を
公表していました。

・平成２７年４月時点で実施設計が進捗し、
工程が明確になったことから、
今回、改めて宅地引渡し予定時期をお示し
するものです。
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宅地引渡し予定時期について （離半島部）

No 地区名
工事説明会

（H25~26年度）
今回の宅地引渡し予定時期

（H27.4）

1 指ケ浜 H27.8 H27.11末

2 御前浜 H28.5 H28.8末

3 尾浦（西） H29.1 H29.1末

4 尾浦（東） H27.10 H27.11末

5 竹浦（北） Ｈ28.3 H28.8末

6 竹浦（南） H27.8 H27.12末

７ 桐ケ崎 H27.8 H27.9末

８ 高白浜 H27.4 H27.6

９ 横浦 H29.5 H29.6末

１０ 飯子浜 H28.5 H29.1末

１１ 塚浜 H27.10 H28.4末

１２ 小屋取 H28.2 H28.12末

１３ 寺間 H27.5 H27.6
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宅地引渡し予定時期について

設計・工事が進む過程で、造成スケジュールに影響
を与える事象が発生しました。

○ 宅地引渡し予定時期の見直し

①造成工事の進捗過程で、想定以上の硬さの岩盤が出現

②国道ルートの振替に必要な現道拡幅及び冠水対策の実施

③工事工程に影響する支障物の移転協議に時間を要したこと

④搬出入ルートの制約による作業効率の低下

⑤道路・擁壁工事に必要な詳細設計が進捗したことによる工程精査

⑥造成後の測量及び境界杭埋設等に係る手続き期間（1か月）を追加

これらを踏まえ、造成スケジュールを見直しした結果、
多くの高台住宅地において引渡し時期が遅延する見通し。

中 心 部（14地区）：8地区が遅延（うち3～5か月遅延6地区、6か月以上遅延1地区）

離半島部（13地区）：12地区が遅延（うち3～5か月遅延4地区、6ヶ月以上遅延3地区）
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離半島部

宅地引渡し時期の見込み
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <指ケ浜>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <御前浜>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <尾浦西>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <尾浦東>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <竹浦北>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <竹浦南>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <桐ケ崎>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <高白浜>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <横浦>



32

当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <飯子浜>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <塚浜>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <小屋取>
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当初予定に対する現在の宅地引渡し時期の見込み <寺間>
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今後の対応について
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今後の対応

一部の宅地については、引渡しまでの詳細工程を
作成し、早期建築着工が可能となるような工夫をします。

○ 宅地引渡しから建築着工までの期間短縮

＜早期建築着工の例示＞

造成完了 検査埋標 引渡し

造成完了 検査埋標 引渡し
地盤
調査

建築
申請

建築
着工

短縮

地盤
調査

建築
申請

建築
着工

地盤
調査

建築
申請

建築
着工
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今後の対応

・大型重機、発破工法等の採用による硬岩掘削工程の短縮

・施工体制の強化

～ 工事エリア拡大に併せて重機・作業員の追加など

・作業時間の延長

・事業推進体制の強化

～ 関係者協議の促進、設計の早期確定など

○ 工程遵守の取り組み

工程精査による進捗管理の徹底と併せて、今回お示
しした工程を守るため、以下の取り組みを実施します。



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○○ 31 H26.7

7 H26.9

擁壁 整地･インフラ

擁壁 整地･インフラ

汚水切替･浄化槽撤去

汚水切替･浄化槽撤去

掘削･ほぐし整地･インフラ

掘削･ほぐし 整地･インフラ

切土 擁壁 整地･インフラ

切土 擁壁 整地･インフラ

進捗管理

地区名 戸数
宅地引渡し
予定時期

０

2018年度（H30年度）

△△
7 H27.11

進捗
2015年度（H27年度） 2016年度（H28年度） 2017年度（H29年度）

０1 H30.3

＋１□□ 65 H28.7

26 －１H29.10◇◇
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情報提供の内容

○ 造成スケジュールの情報提供

造成進捗のペースを月数標記
（プラスマイナスで）

造成段階を見える化
（上段：計画、下段：実績見込み）

宅地引渡し時期の前提となる造成スケジュールの進捗を
今後、復興ニュース等で定期的に情報を提供します。


